
 

 

第１３００回 例会 ２０１７年（平成 29年）１０月２日 

（経済と地域社会の発展月間/米山月間）    

 

前回（９月２５日）例会記録 

◇プログレス 中村 一 副ＳＡＡ  

１．来客紹介  岡野 秀章 親睦委員 

ゲスト:１名 地区外：０名 地区内：９名 合計:１０名 

ゲスト：国際ロータリー 第 2660地区ガバナー 片山 勉 様 

 

２．会長の時間  伊藤 清一 会長 

 

皆様こんにちは。本日は当地区ガバナーの片山勉様、地区代表幹事の塩谷眞治様、 

地区幹事の三原敏彰様をお迎えして例会を開催させていただきます。 

片山ガバナー様には大変お忙しい中、ご出席いただきましてありがとうございます。 

このあとの卓話の時間には今年度のイアン・ライズリー会長の方針について、そしてまた 

片山ガバナーの今年度方針を改めてお話しいただければと思います。 

 

本日のプログラム                      （本日のプログレス 井澤 武尚 副ＳＡＡ） 

○ ロ‐タリ‐ソング 「君が代」「四つのテスト」 

○ 会長の時間  ◎ 幹事報告  ◎ 委員会報告  ◎ ニコニコ箱報告  ◎ 出席報告 

○ １０月お誕生月会員お祝い 

○ 卓 話  「ザザ・ゴグア氏によるヴィオラ演奏」 松永 修 会員 

○ 第７回３０周年実行委員会 ４階「藤の間」 １３：４０～１５：００ 

○ 理事会 スイスホテル南海 １０階「エンプレスルーム」 １８：００～ 

・秋の子 

・赤とんぼ 

・さわると秋がさみしがる 



 

 

暑さ、寒さも彼岸までという言葉通り多少秋らしくなってまいりました。 

私は先週、イギリスのスコットランドとアイルランドに行って、一足早い秋を味わってまいりました。日本では台風があり、 

北朝鮮の問題そして衆議院の解散問題といろいろあったようですが、現地ではゆっくりと過ごさせていただきました。 

 先ほど話のあった今泉忠亮会員が先週１８日にお亡くなりになられました。今泉さんは私の会社の斜め向かいにおられた

ので親しくさせていただきました。今泉さんは兄の経営する会社の専務さんでしたが、退職後は社会とのつながりは大阪 

船場ＲＣだけで例会に参加することが唯一の楽しみだったと思います。ここ２～３年間は認知症もすすみ、自宅からここ 

日航ホテルに来られるのも不自由だったそうです。ここに謹んでお悔やみ申し上げます。 

 さて前回の例会には武田太郎ガバナー補佐様にご出席いただき、また例会後のクラブ協議会ではいろいろとご指導 

いただきました。 

 「大阪船場ロータリーララブは非常に良い雰囲気のクラブであることは認めます。また国際奉仕活動ということではここ 

最近はバリ島での支援活動があり、また３０周年事業でのカンボジアでの小学校の設立といった事業がなされている。 

また海外だけでなく国内活動も社会奉仕や青少年奉仕、職業奉仕、国際奉仕といろいろな部門がかかわっていることは 

大変良いのだけれども、よくよく見てみるとここ最近は国内での新しい奉仕活動が出来ていない」とのご指摘をいただき 

ました。正直私自身も会長になるにあたって感じていることではあります。 

このあとの片山ガバナー様のお話に出てくるかと思いますが、「特性を活かして積極的に参加しよう」という今年度の 

ガバナー方針のもと、船場という特性、またメンバーの特性を活かすような奉仕活動を考えていきたいと思います。 

 

３．委員会報告 

◎会報広報委員会 岡野 秀章 委員長 

２０日（水）にMY ROTARYに未登録の会員向けに、７月に引き続き再度の案内をメールで送らせていただきました。 

現状１６名の方が登録済ですが、最低限の目標であります、半数の２０名程度の登録を目指して何卒ご登録手続きを 

お願い申し上げます。１１日のクラブ協議会にて、武田ガバナー補佐様からも、今一度MY ROTARYへの登録を呼び 

かけるようにご指導頂きました。MY ROTARYからは地区内外含めた他クラブの活動状況や諸データなどを用意に 

知ることができるので、是非自クラブの活動のための参考として活用していただきたいとのことです。 

 

４．ニコニコ報告  沖 真一郎 親睦委員 

甚田 会員・・・・片岡様、大変お世話になりありがとう御座いました。 

小山 会員・・・・片岡さん、先日はありがとうございました。 

沖、小島、杉浦、斧原、新川、俣野、藤井、松永、岡本(茂)、清水、大磯、北野、井澤、平山、片岡、中村、塩尻、 

岡本(真)、松谷、大嶋、澤田、溝畑、渡辺、伊藤、武田、高階、宮原、長沼、大久保、栗原、 

各会員・・・・第２６６０地区ガバナー 片山 勉様をお迎えして 

 

５．出席報告 中村 一 副ＳＡＡ 

会員総数 ４０名 出席率計算会員数 ４０名 出席会員数 ３７名 出席率 ９３％ 

第１２９７回（８月２８日） 修正出席率 ９０％ 

 

 

 

 

 



 

 

６．卓  話  国際ロータリー 第２６６０地区 ガバナー 片山 勉 様   

 

大阪東ロータリークラブに所属しております片山 勉です。 

今年７月からガバナーをつとめており、公式訪問は大阪船場ロータリークラブが３６クラブ目となり、 

あと４６クラブしか残っていないと思うことにしています。 

大阪船場ロータリークラブが来年５月２８日にクラブ創立３０周年記念式典を開催されますこと、 

誠におめでとうございます。 

今年度は清水会員、澤田会員、塩尻会員と三名の方を地区に派遣していただき、地区への御理解と御協力に感謝申し 

上げます。 

また米山奨学生 フレディアント君を受け入れていただき、ありがとうございます。 

貴クラブは、ロータリーの理念を基本として、和気あいあいとしたクラブであり、出席率が極めて高く、国際奉仕活動がさかん

なクラブです。 

 そして、今年度地区の具体的目標であるマイロータリー登録率５０％に向け着実に実行されており、本日の皆様との出会い

を楽しみにしております。 

 今年度国際ロータリー会長イアン・Ｈ・Ｓライズー氏は会長テーマ「ＲＯＴＡＲＹ：ＭＡＫＩＮＧ Ａ ＤＩＦＦＥＲＥＮＣＥ－ロータリ

ー：変化をもたらす」と定め、ロータリアン・ロータリークラブ・地域・地区・国の特性を活かして、積極的に奉仕活動に参加する

ことが地域社会に変化をもたらし続けると述べておられます。 

 そして「成果の見える化」と「成果の持続可能性」を強調されています。 

 このテーマをうけ今年度ガバナースローガン「個性を活かし、参加しよう」と決め、これはロータリーの基本理念（変えてはな

らないもの―親睦と職業奉仕）と奉仕活動の充実・実践（変えるべきもの、進化させるべきもの）を表わしています。 

 貴クラブは創立３０周年にあたり、今年度会長テーマ「クラブ再発見」・・・会員の潜在的価値と魅力を引き出し、会員が主役

であることを再認識し、活動に新しい発想を加えることで奉仕活動に変化をもたらすと述べておられます。 

 私も経験したことですが、先達の方々が実行にうつされた奉仕活動を自分の時に休止したり中止したりすることにとまどい

を覚えられるでしょう。 

 先達の方々はロータリーの理念・目的・価値感を基本に、奉仕活動への思いを行動にうつされたものであり、その先達の 

思いをしっかり継承し、奉仕活動について環境の変化や地域・社会・国のニーズを把握し、検証・見直すことも考えるべきで

す。 

 クラブ活動計画書に戦略計画委員会として広報活動の充実と奉仕活動の更なる具体策を進めると記載されており、 

是非実行していただきたいと思います。 

 戦略計画（出来れば５年を単位としての中期計画）を策定され、ますます「魅力のある・元気のある・個性のある」クラブと 

してクラブ基盤を強化され、会員増強・財務の安定性に継げていただきたいと願っております。 

 私の母校の創設者（大阪ＲＣチャーターメンバーの１人）が、１９３２年（昭和７年）の例会スピーチで「ありがたいか、楽しく 

ないと人は集まらないよ」と言われ、どんな会であれ、会員の人達が心をひかれるか、それに参加し出席することがありが 

たいと思ってもらえる運営ができれば、どんなにすばらしいかがわかるように思いますと述べておられます。 

 私はこの言葉を胸に地区運営（クラブと地区の距離を短くする）を実行し、ガバナーの責務であるクラブ支援と強化を 

実行するつもりです。 

よろしく御理解をお願いしまして、本日の卓話を終ります。 

ご清聴、ありがとうございました。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆次回１０月１６日（月）例会予定 

 ・卓話：藤井会員 

       


